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図中の実線はこれまでの研究成果を、破線は現在取り組んでいるまたは今後取り組む研
究課題。
これまでの研究で、一般型変形Webster代数W gをKhovanov-Lauda-Rouquier代数の

部分代数として導入した。Khovanov-Lauda-Rouquier代数が p-DG構造を持つため、W g

にも自然に p-DG構造を導入できる。この一般型変形Webster代数 W g を基に、量子群
Uq(g) とその表現から得られる結び目の量子不変量を精密化する結び目ホモロジー不変
量や、3次元多様体の量子不変量を精密化する 3次元多様体ホモロジー不変量の構成に取
り組む。
研究計画
本研究は、科学研究費助成事業（科研費）22K03318の計画に沿って研究を進める.

2026年度は、2025年 2月のMikhail Khovanov氏の 4日間の来日中の議論、および 2025

年 8月にAaron Lauda氏と Joshua Sussan氏を訪問し議論した内容に基づき、研究を前
進させる予定である。
具体的には以下に取り組む.

(1) 対称積 Sk(Cn ⊗Cm)上の互いに可換な左Uq(sln)作用と右Uq(glm)作用から導かれる
表現
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HomUq(sln)(S
i1 ⊗ · · · ⊗ Sim , Sj1 ⊗ · · · ⊗ Sjm).

の構造をAn−1型変形Webster代数の両側加群圏に構成できることが期待される. 本年度
もこのテーマに取り組む.

(2) Khovanov-Lauda-Rouqier代数がp-DG構造を持つことから, Khovanov-Lauda-Rouqier

代数の部分代数として定義した一般型変形Webster代数W gにも p-DG構造を自然に導
入できる. この p-DG構造を用いて, 冪根の量子群の表現の構造の圏化が期待されるに取
り組む.

(3) 上記 (1)(2)は対称テンソル積に現れる構造を圏化する研究であった. 同様のことが反
対称テンソル積の場合, つまり行列因子化の圏HMFの場合にも構成できることが期待さ
れる.


